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獲得を証明してきた(JCereb Blood Flow Metab 18: 206-214， 1998; Neurosci Lett 
251: 25-28，1998; Proc NatI Acad Sci (USA) 96: 4131-4136，1999) しかし脳虚血耐
性現象の細胞内機構は、今だ解明されていなし 10 最近、 MAPKsuperfamily 
核締胞のストレスならびにアポトーシスのシグナノレ伝達に重要な役割を果たし
いるとこが明らかとなり、当研究者も培養神経細胞のグ、ルタミン酸毒性によ
アポトーシスにおけるが8の関与を証明し(JBiol Chem 272: 18518-18521 
1997)、また、ジャーピ、ノレ海馬連発性神経細胞死モデルにおいて、 p38の活性化












































ノレにおいて確認した(JNeurosci 20:4506-4514，2000 Neurosci Lett2ア8:10下
104，2000 Neurosci民社 294:117帽 120，2000)。特にジャーピル一過性全脳虚血モ











関与している可能性を示唆している O 今後さらに MAPKfamily(ERK， JNK， p38) 
の上流や下流の分子や JA~心SγAT、 PI3 キナーゼ四Akt といった他のカスケード
との相互作用について検討を加えてし¥く予定である。
